
浦口こうてんの日常活動

　少
子
超
高
齢
社
会

が
進
行
す
る
中
、
平

均
寿
命
も
延
び
、
100

歳
を
超
え
る
高
齢
者

は
2019
年
に
は
、
全
国

で
7
万
人
を
超
え
、

今
後
、
さ
ら
に
増
え

続
け
る
と
も
い
わ
れ

て
い
ま
す
。
多
く
の

人
が
100
歳
を
生
き
る

可
能
性
が
あ
る
時
代
に
入
り
、「
余
生
」
と
言
わ
れ
る

時
間
が
人
生
60
年
時
代
の
3
〜
4
倍
に
長
期
化
し
、

「
も
う
ひ
と
つ
の
人
生
」
と
言
え
る
よ
う
に
な
っ
て
き

ま
し
た
。

　こ
の
「
も
う
ひ
と
つ
の
人
生
」
を
「
生
き
き
る
」

た
め
に
は
「
老
い
」
の
生
き
方
を
学
ぶ
仕
組
み
が
必

要
で
す
。
つ
ま
り
「
人
生
の
下

山
を
学
ぶ
仕
組
み
」
が
求
め
ら

れ
て
い
ま
す
。

　老
い
に
よ
る
体
の
変
化
、
人

間
関
係
や
収
入
、
世
の
中
の
変

化
も
含
め
、
様
々
な
視
点
か
ら

の
「
老
い
」
を
学
び
、「
100
歳

人
生
の
マ
イ
プ
ラ
ン
」
を
持
て

る
よ
う
な
教
育
が
求
め
ら
れ
て

い
ま
す
。

　100
歳
時
代
を
生
き
き

る
た
め
に
は
、
様
々
な

変
化
を
学
ぶ
だ
け
で
は

な
く
、
も
の
の
見
方
や

考
え
方
も
学
び
直
す
こ

と
も
大
事
で
す
。

　こ
の
よ
う
な
機
会
を

成
長
過
程
で
受
け
た
学

校
教
育
の
よ
う
に
「
義

務
教
育
」
化
し
て
確
保

し
て
い
く
こ
と
が
必
要

で
す
。

　み
ん
な
で
100
歳
大
学
を
創
り
、
人
生
100
歳
時
代
を

生
き
き
り
ま
し
ょ
う
―
―
―
令
和
元
年
8
月
に
既
に

「
100
歳
大
学
」
を
設
立
し
て
い
る
滋
賀
県
栗
東
市
に
視

察
に
伺
い
、
そ
の
活
動
を
じ
っ
く
り
と
拝
見
し
、
素

晴
ら
し
い
取
り
組
み
に
感
動
し
ま
し
た
。
是
非
和
歌

山
で
も
と
考
え
、「
和
歌
山
100
歳
大
学
設
立
準
備
会
委

員
会
」
を
立
ち
上
げ
、
私
が
委
員
長
に
な
り
、
月
一

回
ペ
ー
ス
で
、
そ
の
準
備

に
と
り
か
か
っ
て
い
ま
す
。

「
公
設
民
営
」
を
目
指
し
て

い
る
た
め
、
ま
た
昨
年
は

コ
ロ
ナ
禍
の
影
響
も
あ
り

少
し
遅
れ
て
い
ま
す
が
、

令
和
三
年
度
か
ら
試
運
転

な
が
ら
ス
タ
ー
ト
さ
せ
ま

す
。

（1） 発想転換、実現による県活性化について
　　（№2・中）
（2） 「和歌山100歳大学」について（№1・中）
（3） 和歌山市の「ラジオ体操」拠点づくりにつ

いて（令和2年2月議会）
（4） 「健康長寿ホットステーション」づくりにつ

いて（同上）
（5） 地域・職域連携事業について（№2・中）
（6） 官民一体の「和歌山県健康長寿推進協議会」

（仮称）設立について（令和2年9月議会）

（1） 人口激減時代の将来ビジョ
ンについて（№2・右上下）

（2） 日本製鉄㍿の関西製鉄所和
歌山地区第一高炉休止につ
いて（令和2年9月議会）
① 数百名の職場が失われるこ
との対応について

（3） 「わかやま塾」について（同上）
① これまでの実績と成果につ
いて
② 塾師範（講師）の今後和歌
山におけるサポートについ
て

（4） 和歌山県立医科大学薬学部
の進路について（令和 2年
2月議会）

　※ 詳しくは、和歌山県議会ホー
ムページをご覧下さい。
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　令
和
2
年
2
月
議
会・作
成
資
料（
No.2

・
左
上
参
照
）
で
示
し
た
通
り
過
去

30
年
間
で
、
実
質
近
畿
圏
で
「
人
口

減
少
」
を
起
こ
し
て
い
る
の
は
和
歌

山
県
だ
け
で
、「
高
齢
化
率
」
も
唯

一
30
％
を
越
え
、「
要
介
護
認
定
率
」

は
近
畿
圏
で
は
も
ち
ろ
ん
、
全
国
47

都
道
府
県
で
は
、
５
年
連
続
日
本
一

で
あ
る
こ
と
は
、以
前
か
ら
訴
え
て
い

る
通
り
で
あ
り
ま
す
。で
は
、ど
う
す

れ
ば
よ
い
の
か
⁉
議
会
で
は
も
ち
ろ

ん
日
常
活
動
で
も
そ
の
事
実
を
県
民

の
皆
さ
ん
に
お
伝
え
し
、新
た
な
県
民

運
動
を
起
こ
そ
う
と
し
て
い
ま
す
。（※）「

人
口
減
少
」
は
2025
年
（
令
和
７
年
）
か
ら

更
に
本
格
的
に
起
こ
る
と
考
え
ら
れ
ま
す
。

ま
た
、
労
働
人
口
（
15
歳
〜
64
歳
）
こ
の
ま

ま
で
は
、
大
き
く
減
少
し
ま
す
。
そ
の
よ
う

な
中
で
、
和
歌
山
県

の
経
済
を
再
生
さ

せ
、
発
展
さ
せ
る
こ

と
は
非
常
に
大
事

な
こ
と
は
言
う
ま
で
も
あ
り
ま
せ
ん
。
そ
の
た

め
に
、近
未
来
の
和
歌
山
像
を
イ
メ
ー
ジ
し
て
、

そ
れ
に
あ
わ
せ
「
産
業
人
材
の
育
成
」
を
行
っ

て
い
く
こ
と
が
大
切
で
あ
り
ま
す
。

『健康長寿日本一わかやま』関連質問

『経済再生・発展』関係質問
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人生100年時代！和歌山100歳大学設立を！

▶ 

関
西
広
域
連
合
議
員
と
し
て
、

令
和
２
年
度
は
月
2
回
ほ
ど
出

席
し
、更
に
広
い
視
野
を
培
う

No.1

近
畿
圏（
2
府
4
県
）で
、1985
年
〜
2015
年
の
30
年
間
を
比
較
す
る
と
…

「
高
齢
化
率
」も
ウ
ナ
ギ
登
り
、「
要
介
護
認
定
率
連
続
No.
1
」

和
歌
山
県
の「
人
口
減
少
」止
ま
り
ま
せ
ん

▲ じゃばら栽培で有名な和歌山県北山村・山口村
長（左から3人目）と改新クラブメンバー ▲ 「和歌山倫理法人会」モーニング

セミナーにて、平石会長と
▲ 来和したミズノ(株）同期入社
の加藤専務と

「100歳大学」提唱者の國松・元滋賀県知事とガッチリ握手

「健康長寿日本一わかやま」から「100歳
大学」の必要性を熱く語る浦口議員

県庁記者クラブで立ち上げについて記者会見

シンポジウムではパネリスト
として出席

市野事務局長（中）らと打ち合わせ 設立準備委員会の吉本副委員長
(和歌山市議）と積極的に発言

月一回の準備委員会で
委員長として挨拶

▲故・栗本邦男さんの個展にて奥様と ▲和歌山市消防出初め式にて ▲山田・京都産業大学副学長（前・京都府知事）

▲連合和歌山新年会、鏡開きにて ▲田辺・少年部指導員に御礼の品を ▲防災落語のゴスペル亭パウロさんと
▲ 関西広域連合議会打ち上げパーティーにて、平井・鳥取県
知事 (右）、井戸連合長（兵庫県知事・右から3人目）らと ▲下副知事に、海員組合大阪支部の陳情を手渡す

▲ 毎年 8月、中学校保護者会と校長会か
ら高校受験等について陳情を受ける

▲ 月一回国民民主党和歌山県連幹事
会では、幹事長として司会進行役
を (左・岸本代表／衆議院議員）

▲ 月一回大和御前之宮に
お参りに▲薮中・元外務事務次官

(立命館大学教授）と

▲ 和歌山県文化功労賞の和大付属中の
同級生、石黒・神戸女学院大学教授と

それが『
健
康
長
寿
日
本
一
わ
か
や
ま
』の
実
現
で
す

「
経
済
再
生
・
発
展
」も
大
事

「コロナ禍」で大変‼ サポート持続化給付金
家賃補助金
特に当初、仁坂知事が消極的であった事
業者への協力金について、令和2年 4月
27日に、浦口議員が所属する改新クラブ
（5名）で、下副知事に「休業要請の対象お
よび売り上げ減少等によるお困りの事業者
への協力金支出等の要望について」を提出
しました。その結果として該当一事業者あ
たり 20～100万円の協力金を県から出
すことになり、多くの関係者の皆さんに、
大へん喜んで頂きました。

◀ 

正
月
元
旦
は
、和
歌
山
市
ス
ポ
ー
ツ

推
進
員
と
し
て「
新
春
つ
れ
も
て
歩

こ
う
走
ろ
う
会
」に
ス
タ
ッ
フ
参
加

▼ 耐久高校からの親友、SCREENホー
ルディングス（株）の垣内会長と県主
催「わかやま塾」講演後、ふたりで
一杯！

（※）

　私は若い頃、和
歌山県の地方課長
やっていましたが、
和歌山県はあと20
年間で労働人口が
約半分になり、本当
に大変ですよ！



1985年 2015年 2040年
1985年→2015年 2015年→2040年 1985年→2040年
増減 増減率 増減 増減率 増減 増減率

和歌山市選挙区 401,352 364,154 275,829 ▲ 37,198 ▲ 9.3% ▲ 88,325 ▲ 24.3% ▲ 125,523 ▲ 31.3%

海南市・海草郡選挙区 82,255 61,066 38,068 ▲ 21,189 ▲ 25.8% ▲ 22,998 ▲ 37.7% ▲ 44,187 ▲ 53.7%

橋本市選挙区 56,755 63,621 45,550 6,866 12.1% ▲ 18,071 ▲ 28.4% ▲ 11,205 ▲ 19.7%

有田市選挙区 35,401 28,470 18,630 ▲ 6,931 ▲ 19.6% ▲ 9,840 ▲ 34.6% ▲ 16,771 ▲ 47.4%

御坊市選挙区 30,450 24,801 18,120 ▲ 5,649 ▲ 18.6% ▲ 6,681 ▲ 26.9% ▲ 12,330 ▲ 40.5%

田辺市選挙区 88,263 74,770 52,061 ▲ 13,493 ▲ 15.3% ▲ 22,709 ▲ 30.4% ▲ 36,202 ▲ 41.0%

新宮市選挙区 40,465 29,331 17,639 ▲ 11,134 ▲ 27.5% ▲ 11,692 ▲ 39.9% ▲ 22,826 ▲ 56.4%

紀の川市選挙区 64,431 62,616 45,893 ▲ 1,815 ▲ 2.8% ▲ 16,723 ▲ 26.7% ▲ 18,538 ▲ 28.8%

岩出市選挙区 28,066 53,452 50,228 25,386 90.5% ▲ 3,224 ▲ 6.0% 22,162 79.0%

伊都郡選挙区 38,373 24,721 13,626 ▲ 13,652 ▲ 35.6% ▲ 11,095 ▲ 44.9% ▲ 24,747 ▲ 64.5%

有田郡選挙区 56,496 45,785 28,958 ▲ 10,711 ▲ 19.0% ▲ 16,827 ▲ 36.8% ▲ 27,538 ▲ 48.7%

日高郡選挙区 63,176 51,544 34,048 ▲ 11,632 ▲ 18.4% ▲ 17,496 ▲ 33.9% ▲ 29,128 ▲ 46.1%

西牟婁郡選挙区 44,743 40,649 29,383 ▲ 4,094 ▲ 9.2% ▲ 11,266 ▲ 27.7% ▲ 15,360 ▲ 34.3%

東牟婁郡選挙区 56,980 38,599 21,583 ▲ 18,381 ▲ 32.3% ▲ 17,016 ▲ 44.1% ▲ 35,397 ▲ 62.1%

県　　計 1,087,206 963,579 689,616 ▲ 123,627 ▲ 11.4% ▲ 273,963 ▲ 28.4% ▲ 397,590 ▲ 36.6%

※1985年及び2015年は、国勢調査に基づく総人口　1～3…増減率ランキング（減少率が高い順）
※2040年は、国立社会保障・人口問題研究所の推計（2013年3月）をもとに、日本創成会議が算出した総人口

【数値出典】
〔人口・高齢化率〕　「国立社会保障・人口問題研究所」日本の地域別将来推計人口（平成25年（2018年）推計）

（高齢化率については、総人口を高齢者（65歳以上）数で除した数字）

区分 人口 高齢化率 要介護認定率
2015年 2045年 減少率 2015年 2045年 2015年

和歌山市 364,154 296,577 －18.6%
29.3% 35.2% 23.3%

★（275,829）

海南市・海草郡 61,066 36,770 －39.8%
35.7% 45.0% 23.3%

★（38,068）

岩出市 53,452 50,143 －6.2%
21.2% 35.5% 17.6%

★（50,228）

紀の川市 62,616 40,505 －35.3%
30.0% 43.8% 23.3%

★（45,893）

橋本市 63,621 41,620 －34.6%
29.1% 44.7% 23.2%

★（45,550）

伊都郡 24,721 12,330 －50.1%
38.1% 47.9% 23.9%

★（13,626）

有田市 28,470 15,855 －44.3%
31.6% 46.5% 19.6%

★（18,630）

有田郡 45,785 32,227 －29.6%
32.1% 41.1% 19.8%

★（28,958）

御坊市 24,801 16,625 －33.0%
28.9% 36.3% 21.4%

★（18,120）

日高郡 51,544 32,410 －37.1%
32.6% 44.1% 19.7%

★（34,048）

田辺市 74,770 48,493 －35.1%
31.3% 44.0% 22.9%

★（52,061）

西牟婁郡 40,649 28,666 －29.5%
33.5% 44.2% 19.9%

★（29,383）

新宮市 29,331 16,580 －43.5%
35.1% 49.5% 22.0%

★（17,639）

東牟婁郡 38,599 19,230 －50.2%
42.5% 52.1% 20.8%

★（21,583）

県全体 963,579 688,031 －28.6%
30.9% 39.8% 22.2%

★（689,616）

★（　　）内の数値は、『地方消滅～東京一極集中が招く人口急減～』増田寛也編著・巻末より転記。
　《2040年における総人口見込み（国立社会保障・人口問題研究所（平成25年〈2013年〉推計に準拠）》

No.2

令和2年度地域・職域連携推進事業の概要について

浦口こうてんの県政報告

県内各地域における「人口増減・高齢化・要介護」の状況について近畿圏（2府4県）における「人口増減・高齢化・要介護」

目標：「健康長寿日本一わかやま」の実現 市町村や企業、学校、市民グループなどと連携、地域に根ざし、
生涯を通じた「健康づくり」の推進

和歌山県地域・職域連携推進協議会 二次保健医療圏「地域・職域連携推進協議会」

○構成メンバー
　県内の広域的な連携に関わる地域保健、職域保健の関係機関や関係団体の代表者等
　（学識経験者、医師会、病院協会、保険者協議会、労働局等）
○取組内容
　•県健康増進計画の策定・評価、連携推進方策等の協議
　•地域及び職域保健事業の情報交換、分析、評価

○構成メンバー
　地域に根ざした運動を展開するキーパーソン
　（市町村、医師会、商工団体、医療関係者、農協、教育、事業所等）
○取組内容
　•地域における健康課題の把握　•保健事業・資源の共有（情報交換）
　•連携した保健事業の実施

二次保健医療圏「地域・職域連携推進協議会」地域・職域・教育からのアプローチ

二次保健医療圏の課題解決のため、必要な事業の実施
　•職域リーダー養成講座
　•メンタルヘルスセミナー
　•出張出前講座
　•運動習慣定着事業
　•管内健康づくり事業検討会　など

地域保健・職域保健連携事業

○健康づくりに対する知識・意識の向上
○メンタルヘルスケア体制の推進
○地域保健と職域保健との連携推進

効　果

○対象者
　•市町村が推薦した地域住民
○内　容
　 地域に根付いた健康づくりの推進を行う健康推進員の
養成を行う
　•養成講習会の開催　•フォローアップ研修の開催

健康推進員養成事業

○ 地域における健康づくりの取組の推進（健
康教室、栄養改善、運動等）、健診の受診
率の向上

効　果

○対　象
　管内の小学校・中学校・高校
○内　容
　児童・生徒の段階から取組む生活習慣の改善について
　•食生活、喫煙、飲酒、運動

「小中高生から始める生活習慣病予防」出張講座

○健康づくりに対する知識・意識の向上
○未成年における喫煙防止の推進
○家庭における健康づくりの話題の提供

効　果

健康推進課作成資料「国勢調査」より

令和2年9月議会資料①

選挙区別の人口及び人口推計令和2年9月議会資料②

令和2年2月議会資料

健康推進課作成資料
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《近畿２府４県》

和歌山県の衰退が
気にかかるところ…
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<人口増減>
1985年（S.60）　30年間　2015年（H.27） 増減（人） 増減（率）

1、滋賀県 1,155,844 → 1,412,916 257,072 22.2%

2、兵庫県 5,278,050 → 5,534,800 256,750 4.9%

3、奈良県 1,304,866 → 1,364,316 59,450 4.6%

4、大阪府 8,668,095 → 8,839,469 171,374 2.0%

5、京都府 2,586,574 → 2,610,353 23,779 0.9%

6、和歌山県 1,087,206 → 963,579 ▲ 123,627 ▲ 11.7%

<高齢化率>
1985年（S.60）　30年間　2015年（H.27）

1、滋賀県 10.8% → 24.2%

2、兵庫県 8.3% → 26.1%

3、奈良県 10.3% → 27.1%

4、大阪府 11.2% → 27.5%

5、京都府 10.1% → 28.5%

6、和歌山県 13.2% → 30.9%

<要介護認定率>
2000年（H.12）　15年間　2015年（H.27）

1、滋賀県 10.1% → 17.1%

2、兵庫県 10.6% → 17.5%

3、奈良県 11.1% → 18.9%

4、大阪府 12.2% → 19.5%

5、京都府 11.2% → 20.5%

6、和歌山県 12.4% → 22.2%
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